
  
  
１．新中学校の整備方針について 

 

１ 新中学校における「学校づくり」の方向性 

～ 新中学校の目指すべきコンセプト（案） ～ 

国 

の 

考 

え 

『新しい時代の学びを実現する学校施設の姿（ビジョン）～School for the Future 「未来思考」で実空間の価値を捉え直し、学校施設全体で学びの場として想像する～』【中間報告】 

学校教育方針は、4つの発達段階「基礎期」「拡大期」「充実期」「発展期」において、3つの柱である「授業づくり」「夢をはぐくむ生き方教育」「気になる

子供の支援」をさらに充実していく。また、『学びの一貫性』」については、「系統性のある学び」という縦の視点と「地域に根ざした学び」という横の視

点の双方に焦点を当て、発達段階を意識した地域との連携を目指す。 

市 

の 

考 

え 

←【メディアセンター イメージ】 

図書室とコンピュータ室を合わせ、読書・学

習・情報が一体化した空間。 

【ラーニングスペース イメージ】→ 

学校全体を学びの場と捉え、階段状の空間

を、発表・表現の場として活用する。 

「未来思考」の視点 

 ①学校は、教室と廊下それ以外の諸室で構成されているものという固定概念から脱し、学校施設全体を学びの場として捉え直す。 

 ②教室環境について、単一的な機能・特定の教科等に捉われず、横断的な学び、多目的な活動に柔軟に対応していく視点（柔軟性）をもつ。 

 ③紙と黒板中心の学びから、1人 1 台端末を文房具として活用し多様な学びが展開されていくように、学校施設も、画一的・固定的な姿から脱し、時代の変化、社会的な課題に対応していく視点（可変性）をもつ。 

 ④どのような学びを実現したいか、そのためにどんな学び舎を創るか、それをどう生かすか、関係者が、新しい時代の学び舎づくりのビジョン・目標を共有する。 

・多様な学びに対応できるよう、国語や数学など教科ごとに使用で

きる「学習室」を設けることを検討する。 
 

・１人１台の端末環境のもとで主体的で深い学びにつながるよう、

生徒同士で対話、共有できる空間の設置を検討する。 
 

・学習空間を柔軟で創造的なものに転換するため、「メディアセンタ

ー」や「ラーニングスペース」などの設置を検討する。 

個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実に向け、柔軟で創造

的な学習空間を実現 

「学 び」 

・ICT など多目的な学びに対応できる空間や感染症対策も踏まえた

「ゆとりある教室設計」とする。（従来より一回り大きくする） 
 

・木材を活用した温かみのある空間づくりを検討する。 

新しい生活様式を踏まえ、健やかな学習・生活空間を実現 

「生 活」 

・学校教育方針における「社会に開かれた教育課程」の理念のも

と、地域とのつながりを意識した活動に取り組む。 
 

・北部地域全体で捉えた、地区の歴史や文化、農業などの魅力を活

かし、地域の人たちと連携、協働しながら、ともに創造的な活動

が展開できる「共創空間」の設置を検討する。 

地域や社会と連携・協働し、ともに想像する共創空間を実現 

「共 創」 

子供たちの生命を守り抜く、安全・安心や教育環境を実現 

「安 全」 

・災害時における避難所等の防災拠点として、安心、安全な教育環

境の確保のほか、ユニバーサルデザインやバリアフリー、多様性

に配慮した施設設計とする。 

脱炭素社会の実現に貢献する、持続可能な教育環境を実現 

「環 境」 

・ゼロカーボン社会の実現に向け、外壁の高断熱化や高効率照明な

どの省エネルギー化といった ZEB（ﾈｯﾄ･ｾﾞﾛ･ｴﾈﾙｷﾞｰ･ﾋﾞﾙ）の推進

を図る。 

平成 29 年～令和 3年度 学校教育方針 地域に根ざす「学びの一貫性」 
 

←【木造空間 イメージ】 

居場所となる小空間等の配置や、木材を活用

して温かみと潤いのあるリビング空間。 

【共創空間 イメージ】→ 

地域コミュニティの拠点として、地域の人た

ちと創造的な活動が展開できる空間。 

「令和の日本型学校教育」…『学校の ICT 環境が整備され、1人 1台端末環境のもと、全ての子どもたちの可能性を引き出す、個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実』 



 

（１）建築敷地周辺 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 配置イメージ（建築敷地周辺・校舎内） 

＜配置の考え方＞ 

・普通教室棟は日当たりを考慮して南側に、管理諸室、特別教室棟を北側に配置する。 

・メディアセンター棟（共創空間、ラーニングスペース含む）は、利用者の動線や施設管理を考慮

して、普通教室棟と特別教室棟をつなぐように配置する。 

 

３ 教室数の考え方 

・普通教室数は、672 人（32 人学級×7学級×3学年）を想定。 

・特別教室及びその他教室数は、生徒数 400 名以上の市内中学校から必要数を想定。 

 ※視聴覚室は「ホール」と併用できるため、特別教室としては設けないこととする。 

・学習室は、6～8教室を想定（国社数英といった教科ごとに各々2部屋程度） 

【参考】400 名以上の市内中学校の教室数 

＜配置の考え方＞ 

・市街地と農地に囲まれている現況を前提として、市街地との連続性、南側への排水経路等を考慮

し、学校施設（校舎・体育館）は北側、グラウンドを南側に配置する。 

・生徒の動線、北体育館との連携を考慮し、校舎を東側に、体育館を西側に配置する。 

校舎 
体育館 

北体育館 

グラウンド 

農 地 

北分署 

市 街 地 

敷地内通路 

生徒の動線 駐車場 

駐輪場 

普通教室棟 

管理諸室・特別教室棟 

共創空間・ 
メディアセンター棟 

体育館 

（２）校舎内 

渡廊下 

普通 支援 計 理科 音楽 美術 技術 家庭 視聴覚 PC 図書室  特別活動  教育相談
進路資料

・指導
学習 会議 教材

明倫中学校 760 24 2 15 2 2 1 1 2 1 1 1 1 2 1 0 1 1

灯明寺中学校 592 20 2 15 2 2 1 1 2 1 1 1 1 2 1 0 0 0

成和中学校 513 17 2 15 2 2 1 2 2 0 1 2 1 1 0 6 1 1

大東中学校 497 15 3 13 2 2 1 2 2 0 1 1 1 1 0 3 3 3

明道中学校 481 16 3 16 2 2 1 1 2 0 1 1 1 2 1 8 2 2

足羽中学校 439 15 2 14 2 2 1 2 2 1 1 1 1 1 0 2 2 2

光陽中学校 410 14 4 15 3 1 2 1 2 0 1 1 1 2 1 8 3 3

進明中学校 406 13 3 15 2 2 1 1 2 1 1 2 1 1 1 4 1 1

社中学校 402 13 3 13 2 2 1 2 2 1 1 1 0 1 0 3 3 3

学校名 生徒数

普通教室 特別教室 その他教室

＜学習室とは？＞ 

・国語、社会、数学、英語などの専用教室で、掲示物など各教科独自の教育環境を整えた教室とす

ることで、教科特有の多様な要求に対応できる等のメリットがある。 

・可動式の間仕切りや常設のプロジェクターなど、多様な学びに対応できる設計となっている。 
 

＜明道中学校の学習室の様子＞ 

普通 支援 計 理科 音楽 美術 技術 家庭 視聴覚 PC 図書室  特別活動  教育相談
進路資料

・指導
学習 会議 教材

21 3 15 2 2 1 2 2 0 1 1 1 2 1 8 1 4

その他教室普通教室 特別教室

社会科教室の後方には年表や歴史上の人物紹介の掲示。 
数学教室では公式の掲示。 

国語教室には辞書等の文献を常設。 

天井にプロジェクターを常設。 



 
 
 
  
（１）学校施設の規模について 

・現森田小学校及び現森田中学校とも最大８００人の児童を収容できる規模となるよう計画する。 

・現中学校は、「将来的な児童数増加の時期」を見据え、段階的に増築する。 

（R5 第一次増築【RC造 2 階建て 4 教室分】→R12（予定）第二次増築予定【RC 造 2 階建て 4 教室分】） 
 

（２）各学校の教室数について 

・双方の学校で差が出ないよう、特別教室を含めた教室数は概ね同数となるよう整備する。 

・特別教室等の数は、７００人以上の小学校から必要数を想定する。 

 

 

 

 

※コンピュータ室及び 

視聴覚室は設けない。 

２．小学校の整備方針について 
１ 小学校整備の方向性 ３ 現森田中学校の整備方針について 

（１）増築規模について（令和５年度） 

・令和５、６年度には学級数が現在の収容数である「１５教室」を超え、令和７年度には最大で「１８教

室」が必要となる可能性がある。 

→２校化後の児童数も見据え、令和５年度の増築は４教室分（計１９教室）とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）中学校から小学校への転用改修について（令和８年度） 

・階段はいずれも「幅 140 ㎝以上・蹴上 18 ㎝以下・路面 26 ㎝以上」のため、国土交通省の基準に基づ

き、両側手すり及び滑り止めを設置する。 

・「下足箱」「手洗い場」「黒板」「本棚」の高さは、それぞれ国土交通省の基準を超えているため、適合す

るように改修する。 

合計 理科 生活 音楽  図画工作 家庭 視聴覚 外国語 PC
特別

活動
 教育相談 余裕 会議

9 2 0 2 1 1 0 0 0 1 1 1 1

特別教室 その他

（１）長寿命化改修について（令和９・１０年度） 

・児童等が居ながらの改修となるため、長寿命化改修を実施しない棟（西校舎）を活用しながら、 

２カ年にわたって段階的な改修とする。（管理諸室としての「職員室」や特別教室の再配置） 

・すべての改修が終了した時点で、プレハブ校舎の撤去及び西校舎の解体を実施する。 

２ 現森田小学校の整備方針について 

校舎解体 

プレハブ撤去 

収容数である「１５教室」を 

超える可能性がある期間 

R5：校舎増築 

R8：給食室増築 

R8：職員室増築 

R8：長寿命化改修 

生徒数の増加に 

合わせて増築予定 

 

４ 整備スケジュール 

R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

現森田中学校 設計 校舎増築 設計
増築・長寿命化改修
（小学校へ転用）

現森田小学校 長寿命化改修

R9.4.1～ 2 校化 

1年生 2年生 3年生 計
人数 143 138 117 398
学級数 4(5) 4(5) 4(5) 12(15)
人数 150 143 138 431
学級数 5 5 5 15
人数 167 150 143 460
学級数 6 5 5 16
人数 174 167 150 491
学級数 6 6 5 17
人数 190 174 167 531
学級数 6 6 6 18

令和3年

森田中学校

令和7年

令和6年

令和5年

令和4年


